
中間報告：緑の現況報告 - part 2 -

森林・樹林編

花好き・自然好き市民交流サロン

“緑の保全分科会”

page-1 はじめに：「緑の保全分科会」の活動について

緑の市民委員「市民サロン」

拡大サロン

市民の意見の反映
⇒ 市制（緑の環境づくり支援事業の制度化）

緑の創造分科会

緑の保全分科会

「杜さん」 ：調査終了！
「その他樹林」 ：１次調査終了！

• 緑の保全制度化前の現状把握（市・市民両者で）
• 基礎資料化（緑の形態分類）

page-2

これまでの緑の保全分科会活動の経緯

１．市街化区域内の樹林地帯（通称：ラダー）の所在を生駒山、
矢田丘陵の中腹部から確認

２．ラダーを地図（1/2500）上で確認
・まずは「寺社林」と「杜さん」。市史を基に地図上に記入。

３．現地調査し「杜さん調査カルテ」を作成
・市街化区域内の「杜さん」を全数現地で確認しよう！

４．調査の精度向上を図り、ほぼデータ完成！

５．現地調査し「その他の樹林調査カルテ」を作成
・一通り樹林の調査完了。⇒ 精度向上

６．保全に関する議論のために
・保全に関する議論も始めよう！

・市街化区域内の樹林・樹木の分類と、それに応じた保全・活用案

杜さんだけでなく、気になる
樹林も調査しよう！

本
日
の
発
表
内
容
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市街化区域内の樹林地帯

通称：ラダー

生駒山と矢田丘陵を
つなぐ様に、５つの緑
地帯が梯子状に存在
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「杜さん」編
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“杜さん”チェックシート［No．６８／９４ ］ 調査員 寒川 

調査日 平成 19 年 12 月 1 日（土曜日）［時刻 10:10～10:30］ 天 候 快晴 

名 称 稲 集落名 辻 

位 置 生駒市 辻町 写真 

規

模

面積：約 40,000 ㎡  

（幅約 200ｍ×奥行約 200ｍ＝40,000 ㎡） 

●周辺状況：ａ.住宅地 ｂ.農地 ｃ.山林 

d.その他（マンションに隣接） 

●杜さんの現状 

１：樹木のみ   ２：樹木と石造物など 

３：樹木と石造遺物残欠 

４：石造物のみ  ５：石のみ 

６：名称だけが残り、モリの形態が不詳のもの 

●本数：約    本（     本/㎡） 

林相：ａ.均等密 ｂ.均等粗 ｃ.粗密混交 

●主な樹種 

：ａ.常緑広葉／            

 ｂ.落葉広葉／            

 ｃ.常緑針葉／            

 ｄ.その他 ／竹林          

●樹高：約     ～     ｍ程度 

状

況

●祠等の有無［ 有 ・ 無 ］ 

（お祀りの状況：人の出入り 有 ・ 無 ） 

●所在地：132 の稲葉氏宅の北約 50m 市

史

よ

り

●現況：朽ちかけの小祠 

 

○ 小祠発見できず。すばらしい竹林（よく手入 

 れされている）。竹林に隣接して典型的な雑 

 木林、紅葉がすばらしい。沢山の鳥のさえず 

 り。 

 

 

 

 

記

事

 

すばらしい竹林 

その奥の落葉広葉樹 

竹林の西側の雑木林（祠は見当たらず） 

 

 東
生
駒 

ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ

細い 

上り道 

竹

竹竹
雑木林

完成！
杜さん調査カルテ
（生駒市誌から94箇所）

・前回要調査箇所の、
再調査/再々調査終了。

・調査資料（高い価
値！）として完成。

・形態分類も完了。

・お疲れさま！（でも、
これからです！）
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「杜さん」の場所

市街化区域内（62 箇所）

全数調査済み
・存在 ：34 箇所
・消失 ：18 箇所
・未確定：10 箇所

確実に残したい！

２１ 箇所！
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「その他の樹林」
編
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「その他の樹林」調査

● 調査目的
• 緑の保全制度化前の現状把握（行政・市民両者で）
• 基礎資料化（緑の形態分類 ⇒ 施策へ）

● 調査対象
• 「杜さん」以外の樹林・樹木（市街化区域内）

● 調査方法

1. 航空写真で見当をつける。

2. 担当範囲を巡回し条件に合致する樹木・樹林帯を選択。
写真・聴取により情報収集。

・屋敷林：樹高概ね15 m以上

・調査員が残したいと思うもの！
（市民の身近な「みどり」，ラダーの形成に重要な「みどり」）

3. 「その他の樹林調査カルテ」に記入。

4. 保全分科会で協議、絞込み。
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調査区域と担当者

磯貝・川井

林原

海老澤
山田

藤原 川名

寒川

・今回はタッグを組み
ました。
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“樹林・樹木”チェックシート［No． ］    調査員 川名 
調査日 平成２０年４月２７日（日曜日）［時刻  :00～   ］ 天 候 晴れ 

仮番号 仮図面番号 2０-00４  地区名 壱分 さつき台第２公園横 
位 置 生駒市 壱分５７０ 番地先 写真 

規

模 
面積：約           ㎡  
（幅約   ｍ × 奥行約   ｍ＝    ㎡） 

●周辺状況：(ａ.住宅地) ｂ.農地 ｃ.山林 
d.その他（          ） 

●樹林・樹木の分類 
１：杜さん  地域型  個人地型     

２：寺社林  ３：寺社林＋民有林 
④：個人宅地  （ 樹林）  樹木 
５：マンション内   樹林    樹木 
６：山林型 
７：片急傾斜地型 

●本数：約    本（     本/㎡） 
林相：ａ.均等密（ｂ.均等粗 ｃ.粗密混交 

●主な樹種 
：ａ.常緑広葉／            
 ｂ.落葉広葉／            
 ｃ.常緑針葉／            
 ｄ.その他 ／           

状

況 

●樹高：約    ｍ程度 

保

全 

活

用 

 
●ラダーを形成の有無 ［（有）・ 無 ］ 

●保全の必要の有無  ［（有）・ 無 ］ 
●活用の可能性の有無 ［（有）・ 無 ］ 
 
・壱分第２公園より東方のさつき台第２公園 
にいたる緑地帯・さつき台第１緑地帯北面は 
刈り込まれて、公共公園的であるが、東、西 
面の急斜面は手入れがされていず、荒れた感 
じ。  
・西端は墓地となっている。 
・目隠し塀がされている。 
 

 

 

コ

メ

ン

ト 

 

 
 

 
 

 

   

一先ず完成！
その他の樹林調査
カルテ
（何と200 箇所弱(!) ）

・一次調査終了。

・分科会で協議・絞込
み中。

・お疲れさま！（こちら

も、これからです！）

page-11 樹林・樹木の形態分類マトリクス

樹林・樹木の分類

市民の期待

保全期待型 樹林・樹木 開放期待型 樹林・樹木

将来にわたり、現状の樹林等が残
ることに期待

自然と触れあえる身近な場として
の活用に期待

(1) 杜さん

(2) 寺社林

(3) 宅地内の

樹林・樹
木

ａ. 戸建

住宅型

ｂ. 共同

住宅型

(4) 残存樹林

ａ. 山林
型

ｂ. 片急

傾斜地
型

•地域の由緒を記憶する緑として現
状で残って欲しい。

－

•地域の歴史文化シンボルともいえ
る“静かな森”として残って欲しい。
（境内地+周辺樹林）

•一般市民が静かに散策できる程度
には公開して欲しい。

•地域シンボルの巨樹、古木を残し
て欲しい。

•外からも見える屋敷林を残して欲
しい。

―

•マンション共有庭の樹木・樹林を
まとまりのある地域の緑として残
して欲しい。

―

•宅地化による消滅は常に必然。し
かし生駒市を緑の住宅都市を特徴
づける貴重な緑。ひとつでも多く、
1年でも長く残って欲しい。

•樹林内に入ることができ、昆虫採
集やほたるがりなどができれば、
身近な自然として素晴らしい。

•段丘崖の樹林は市街地内で多く見
られ、立面的な緑として景観効果
を発揮している。多くは斜面上下
が土地利用され、今後に残る可能
性は高いと考えられる。

―
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(2) 寺社林：観音寺 page-13 (2) 寺社林：大慈寺 page-14

(2) 寺社林：稱名寺とその周辺 page-15 (3-a) 宅地内の樹林・樹木（戸建住宅）その１ page-16

(3-a) 宅地内の樹林・樹木（戸建住宅）その２ page-17 (3-a) 宅地内の樹林・樹木（戸建住宅）その３ page-18



(3-b) 宅地内の樹林・樹木（共同住宅）その１ page-19 (3-b) 宅地内の樹林・樹木（共同住宅）その２ page-20

(4-a) 残存樹林（山林）その１ page-21 (4-a) 残存樹林（山林）その２ page-22

(4-a) 残存樹林（山林）その３ page-23 (4-a) 残存樹林（山林）その４ page-24



(4-b) 残存樹林（方急傾斜地）その１ page-25 (4-b) 残存樹林（方急傾斜地）その２ page-26

完成！「杜・森マップ」
・約１年間の血と汗の結晶！
・みなさん、お疲れ様！

•その他の樹林：200 箇所弱

•更なる詳細調査の実施

保全・有効活用に向けて！
・制度／条例
・仕組みづくり

page-27 市街化区域内樹林・樹木の分類と保全・活用への考え方

樹林・樹木の分類 現状の保全・活用に向けた課題とインセンティブ（検討中）

(1) 杜さん
●地域での祀り等が定着している「杜さん」
●祀り等の定着が見られない個人地の「杜さん」

(2) 寺社林
●境内地の樹林
●境内地と一体的な「周辺樹林」

(3) 宅地の樹

林・樹木

ａ・
戸建住宅

ｂ・
共同住宅

●宅地内の巨樹、古木、名木
●屋敷林

●マンション共有地の樹林（共有林）

(4) 残存樹林

ａ・山林

ｂ・
片急傾斜地

●身近な街なか樹林

●段丘崖の樹林

管理・所有者へのインセンティブ
市民への顕彰・周知
保護制度（協定型 or 指定型）の制定

買収による公共化
ボランティア団体への管理委託 など

課題抽出

・ 物件の現況はほぼ把握
・ 所有者・管理者の意見の

抽出
・ 先例や既実施例の調査・

勉強
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「杜さん調査」ほぼ完了

「その他の樹林」の１次調査完了

両調査結果のマッピング・ファイリング終了

詳細調査は引き続き実施

まとめ

■ 市内の“みどり”の現状調査は概ね完了！

■ “みどり”の保全に対する具体的な施策の

提言に向けて、活動の軸足を移す！

課題抽出

先例・既実施例の調査・研究・勉強

両調査結果のマッピング・ファイリング終了

調査（当該物件の地権者）
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皆様、ご清聴ありがとうございました！

調査員の方々から、調査を終わってのご意見・ご
感想をお聞かせ下さい。

それでは、皆様の活発なご討議をお願い致します。
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